
全国で活躍する人々

彩の国杯第15回全国
中学校空手道選抜大会
大津北中学校空手道部の竹

たけ
ノ
の

内
うち

蒼
あお

唯
い

さん（大津）㊨、本
ほん

田
だ

実
み

夢
ゆ

さ
ん（杉水）㊧が出場しました。

第5回全国少年少女選抜
テコンドー選手権大会
大津道場所属の嘉

か
悦
えつ

大
やま

和
と

さん
（高尾野）が出場しました。

　町では、スポーツ・文化の普及・振興を図るため、全国大
会などに出場する場合（県予選大会を通過し、中央の競技
団体などが主催する大会で、学校教育活動以外のもの）は、

「大津町全国大会等出場報償金交付要綱」により激励金を
お渡ししています。
◦問い合わせ　
　役場生涯学習課　
　生涯スポーツ係（スポーツ部門）　☎096（293）8088
　生涯学習係（文化部門）　　　　　☎096（293）2180

3月28日
長野県

3月28日
兵庫県

第21回全日本中学生
バドミントン選手権大会
大津ジュニア所属の橋

はし
口
ぐち

朱
しゅ

莉
り

さん（陣内）が出場しました。

3月26日
秋田県

園児の願いが叶いますように

大津音楽幼稚園が七夕飾り寄贈

　大津音楽幼稚園の園児が６月23日にオークスプラザ
を訪れ、たくさんの園児の願いがつづられた七夕飾り
を寄贈しました。
　短冊には「走るのが早くなりたい」や「大好きなお肉や
お魚がたくさん食べられますように」などといったほほ
笑ましい願い事が書かれており、訪れた人たちを楽しま
せました。七夕飾りは町民交流施設とおおづ図書館、大
津郵便局に飾られました。

園を代表して寄贈に訪れた園児たち

おうちでもみんなの顔が見える
在宅での対面学習の試行

　６月12日、大津小学校で土曜授業を利用して在宅で
の対面学習が行われました。全学年の児童を対象に、
タブレットを使って、健康観察や動画視聴、課題の提出
など、さまざまな授業が行われました。
　今後、新型コロナウイルス感染症の拡大により、在宅
での対面学習も視野に入れた取り組みの必要性が高ま
る中で、町内の小学校でもタブレットを活用した授業を
進めています。

自宅で授業に参加する児童㊧、学校から授業を配信する教師㊨

新たな特産品　焼き芋ジャム完成

「翔陽高校×企業×大津産からいも」がコラボ

旗を振って大津町をPR
「あそぼーい！」10周年記念

　６月12日、「あそぼーい！」10周年を記念して、肥後お
おづスポーツ文化コミッションの皆さんや駅を訪れてい
たお客さんと一緒に旗を振ってお出迎えしました。
　肥後おおづスポーツ文化コミッションの山

やま
下
した

和
かず

貴
たか

副会
長は、「記念すべき運行10周年を大津町でも歓迎するこ
とができて良かったです。ホームで出迎える我々も乗客
の皆さんも全員が満面の笑みで心地よい時間でした」と
語りました。

「あそぼーい！」に向かって旗を振る肥後おおづスポーツ文化
コミッションの皆さんと駅を訪れた人たち

音楽活動を通して被災地を応援
大津町に寄付金を贈呈

全国大会出場など

　４月27日、シンガーソングライターでタレントの岸
きし

田
だ

健
けん

作
さく

さんから、熊本地震復興支援のための寄付があ
りました。岸田さんは、昨年４月の新曲「Days～希望の
花が咲く～」のリリースに合わせ、昨年からバンドメン
バーと熊本復興プロジェクト「心の花が咲く/TOKYO 
MUSIC POWER for KUMAMOTO」の活動を続けて
きました。岸田さんは、被災地を見た体験などを通して
同曲を作詞しています。

金田町長に寄付金を手渡す岸田健作さん㊧

左から㈱通宝の開発担当の別
べっ
當
とう
茉
ま
奈
な
さんと翔陽高校の洞田貫颯紀

さん、小
こ
坪
つぼ
みのりさん（大津）、岡

おか
崎
ざき
小
こ
雪
ゆき
さん、甲

か
斐
い
穂
ほの
香
か
さん（室）

小中学生の歯の健康意識向上に尽力

くまもと歯の健康文化賞表彰受賞

　６月12日、「くまもと歯の健康文化賞表彰」が県歯科
医師会館で行われ、山

やま
根
ね

早
さ

織
おり

さんが個人の部で受賞しま
した。この賞は、地域社会の歯科保健衛生向上・推進に
功績があったと認められた個人・団体に贈られるもので
す。山根さんは、平成30年度から町内小中学校を訪問
し、フッ化物洗口や歯磨きの指導をする中で、小中学生
の口呼吸の割合が多いことに着目し、「あいうべ体操」を
取り入れるなど、学校歯科保健に大きく貢献しました。

学校教育課所属の会計年度任用職員の山根早織さん㊧と
県歯科医師会の伊

い
藤
とう
明
あき
彦
ひこ
会長㊨

　この度、県立翔陽高校と㈱通宝（熊本市）が連携し、町
特産からいもを使った「焼き芋ジャム」を開発、販売を始
めました。これは、同校が新たな特産加工品として試作
検討していたものを改良・商品化したものです。
　６月12日には道の駅おおづで同校の学生らが販売実
習を兼ねた販売会を行いました。開発に係わった翔陽
高校３年の洞

どう
田
だ

貫
ぬき

颯
さつ

紀
き

さんは「素材の良さを引き出すの
に苦労したが無事完成してうれしい」と話していました。
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